
ＤＡＣＳ－１５００ ２４ｃｈ ＰＷＭパルス出力タイプ
製品型式 ＤＡＣＳ－１５００－ＲＣＰ２４－３２

ＤＡＣＳ－１５００ ２４ｃｈ ＰＷＭパルス出力タイプは、２４ｃｈ分の高精度ＰＷＭパル

ス出力を、パソコンのＵＳＢインターフェイスを用いて制御することができます。
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本説明書は、カウントクロック最高周波数を、３２ＭＨｚ としたタイプに関するものです。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ＰＷＭパルス出力機能概要

１ 出力チャンネル数 ２４ｃｈ

２ パルス幅分解能 １２ｂｉｔ（０～４０９５）

指定値の１ｂｉｔが、

下記カウントクロックの１クロックに相当

３ パルス周期 １６ｂｉｔ（２～６５５３５）

指定値の１ｂｉｔが、

下記カウントクロックの１クロックに相当

周期初期値は、ＲＣサーボ用の ５０Ｈｚ に設定

４ 内部カウントクロック パルス周期とパルス幅の分解能を決める

カウントクロックは

２５０ＫＨｚ ５００ＫＨｚ １ＭＨｚ

２ＭＨｚ ４ＭＨｚ ８ＭＨｚ

１６ＭＨｚ ３２ＭＨｚ のうち

いずれかをパソコンプログラムにて選択可能

初期値は、１ＭＨｚ に設定

まず、DACS-1500標準版の説明書をご覧ください。

ディジタル入出力機能の詳細、入出力信号の電気的仕様、および

ＵＳＢインターフェイスの詳細は、

ＤＡＣＳ－１５００標準版の説明書をご覧ください。

標準版の機能はそのまま使用できます。

ＤＡＣＳ－１５００ ２４ｃｈ ＰＷＭパルス出力タイプでは、

ＤＡＣＳ－１５００標準版の動作仕様に追加して、ＰＷＭパルス出力機

能が使用できます。標準版の動作は、本資料末記載の制限事項を除い

て、そのまま利用できます。ディジタル入出力に関しては標準版と同じ

動作をします。

ＰＷＭパルス出力は、ＰＷＭパルス出力コマンド（Ｑコマンド）にてパ

ルス出力開始を指定すると、パルス出力状態となります。停止を指定す

ると、ディジタル入出力コマンド（Ｗコマンド）にて指定したディジタ

ル出力となります。
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１． ＰＷＭ（２４）パルス出力コマンド

（１）データ形式

アスキーコード文字列 Ｑ × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④

① Ｑ（大文字） ＰＷＭパルス（２４ｃｈ）出力識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコード（１６進数文字表記 小文字も可）

基板のディップスイッチ設定と同一とすること。

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（小文字も可）

出力する内容を指定

左端より bit23～20 右端が bit3～0

bit23 パルス周期および内部カウントクロック周波数指定

のとき１とする。それ以外のときは０とする。

bit22～2０ 内部カウントクロック周波数の指定

bit23を１としたときのみ設定可能となります。

０ ： ３２ＭＨｚ（３２ＭＨｚ版専用）

１ ：２５０ＫＨｚ

２ ：５００ＫＨｚ
３ ： １ＭＨｚ（初期値）

４ ： ２ＭＨｚ

５ ： ４ＭＨｚ

６ ： ８ＭＨｚ

７ ： １６ＭＨｚ

bit19～17 予備（指定しても無効となります。）

bit16 このコマンドが対象とするチャンネルグループを指定

０ ： チャンネル ０～１１

１ ： チャンネル １２～２３

本基板のパルス出力制御機能では、

チャンネル０～１１とチャンネル１２～２３

の２系統となっており、各系統ごとに、内部

カウントクロック周波数とパルス周期を別々

に設定することができます。

パルス出力開始／停止もこのグループ単位に

て指定することができます。すなわち、

２４ｂｉｔ出力のうち、１２ｂｉｔをパルス

出力に使用し、残りの１２ｂｉｔを通常のデ

ィジタル出力に使用することもできます。
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bit15～0 bit23を１としたとき

（パルス周期－１）を16bit長で指定

指定範囲 ２～６５５３５（１０進数）

（16進数 000２～FFFF）

初期値 １９９９９（１０進数）

bit23を０としたとき

チャンネル番号と各チャンネルの出力パルス幅を指定

bit15～bit12

０： チャンネル番号 ０または １２

１： チャンネル番号 １または １３
２： チャンネル番号 ２または １４

３： チャンネル番号 ３または １５

４： チャンネル番号 ４または １６

５： チャンネル番号 ５または １７

６： チャンネル番号 ６または １８

７： チャンネル番号 ７または １９

８： チャンネル番号 ８または ２０

９： チャンネル番号 ９または ２１

１０： チャンネル番号 １０または ２２

１１： チャンネル番号 １１または ２３

１４： パルス出力停止

（bit16にて指定したグループのみ停止します。）
初期状態では出力停止となっています。

停止状態ではＷコマンドにて指定した

ディジタル出力となっています。

１５： パルス出力開始

（bit16にて指定したグループのみ開始します。）

bit11～bit0

パルス幅を12bit長で指定

指定範囲 ０～４０９５（１０進数）

（16進数 000～FFF）

初期値 ０

０にてパルス出力なし
１にて１クロック時間分のパルス幅

（注）指定可能な最大値は、（パルス周期－２）と

なります。

bit15～bit12 に１４，１５を指定したときは、

bit11～bit0 は無意味となります。０００ として

ください。

１６進数に該当しない文字を指定した場合。

その位置のディジタル出力は、直前に送信したコマンドの同一位置の

データとなります。

これを、４ｂｉｔ単位の Don't Care として利用することができます。

（注意）直前のコマンドとは異なる種類のコマンドを送信する場合に、
Don't Care を利用すると、出力が不正になります。
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データの省略

③項のデータのすべて、あるいはその途中からを省略することができ
ます。省略した場合は、上記のDon't Care と同じ扱いになります。

④ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード

または ＆ 文字コード

キャリッジリターン、または＆文字のうちのいずれかを指定し

ます。

通常はキャリッジリターンコードを使用してください。

使用上の区別については、ＤＡＣＳ－１５００標準仕様版

説明書の解説を参照ください。

（２）動作

ＵＳＢ－ＤＩＯ基板は、基板識別ＩＤコードが一致するＱコマンドを受信すると、指

定内容に従って、ＰＷＭパルス出力制御を実行し、入力データをラッチします。

ディジタル出力bitは、ＰＷＭパルス出力開始指定にてパルス出力となり、

ＰＷＭパルス出力停止指定にて、通常のディジタル出力動作（以前に受信したディジ

タル出力コマンド（Ｗコマンド）の指定内容を出力）となります。

ラッチした入力データは、標準版ＤＡＣＳ－１５００のディジタル入力データ形式に

記述する形式にて、レスポンスとしてディジタル入力状態（Ｒレスポンス）をホスト

に返します。入力データのラッチタイミングは、ディジタル出力コマンド（Ｗコマン

ド）の場合と同じです。
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２． パルス出力仕様

パルス出力周期の指定
カウントクロックの指定

ｃｈ０～ｃｈ１１のグループ ｃｈ１２～ｃｈ２３のグループ

パルス幅の指定 パルス幅の指定

ｃｈ０ －－－－－ｃｈ１１ ｃｈ１２ －－－－－ｃｈ２３

出力パルス

カウントクロックは

２５０ＫＨｚ～

カウントクロック ３２ＭＨｚ までの

いずれかを

各グループごとに設定

パルス周期

パルス幅

パルス幅 パルス周期

(各チャンネルごとに設定) (各グループごとに設定)

パルス幅をカウントクロック単位のカ パルス周期をカウントクロック単位の

ウント数にて指定する。 カウント数にて指定する。

パルス幅指定範囲 ０～４０９５ 指定範囲 ２～６５５３５

０にてパルス出力なし パルス周期－１ の値を指定する

１にて１クロック時間分のパルス幅。
［パルス周期－１］と同じか、それよ

りも長い値を指定すると出力は連続し

て１となる。

例１ カウントクロック １ＭＨｚ 例１ カウントクロック １ＭＨｚ

パルス幅指定 ５００ パルス周期指定 １９９９

のとき、 のとき、

５００μｓ のパルス幅 ２０００μｓ の周期となる

例２ カウントクロック ８ＭＨｚ 例２ カウントクロック ８ＭＨｚ

パルス幅指定 １００ パルス周期指定 ４９９９

のとき、 のとき、

１２．５μｓ のパルス幅 ６２５μｓ の周期となる
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３． パルス出力手順

（１）各グループごとに、内部カウントクロック周波数と、パルス周期を指定します。

送信コマンド例 Ｑ０Ｂ０４Ｅ１Ｆ チャンネルグループ０～１１の

内部カウントクロック １ＭＨｚ

パルス周期 ２００００μｓ とする

Ｑ０Ｂ１４Ｅ１Ｆ チャンネルグループ１２～２３の

内部カウントクロック １ＭＨｚ

パルス周期 ２００００μｓ とする

（２）各チャンネルごとに、パルス幅を指定します。

送信コマンド例 Ｑ０００００６４ チャンネル０番のパルス幅を

１００μｓとする。
Ｑ０００１１Ｆ４ チャンネル１番のパルス幅を

５００μｓとする。

Ｑ０００２５ＤＣ チャンネル２番のパルス幅を

１５００μｓとする。

Ｑ００１４７Ｄ０ チャンネル１６番のパルス幅を

２０００μｓとする。

（３）各グループごとに、パルス出力開始を指定します。

送信コマンド例 Ｑ０００Ｆ０００ チャンネルグループ０～１１の

パルス出力を開始する。

Ｑ００１Ｆ０００ チャンネルグループ１２～２３の

パルス出力を開始する。

開始後、上記（２）項の例にて、パルス幅を変更することにより、出力を継続しながら、

パルス幅を変更することができます。

また、送信コマンドの区切りマークを、ではなく、＆とすると、データ伝送時間を短

縮 して、高速にパルス幅を変更することができます。

１度に４ｃｈ分のパルス幅を送信する例

Ｑ０００００６４＆Ｑ０００１１Ｆ４＆Ｑ０００２５ＤＣ＆Ｑ０００３７Ｄ０

最大１２８文字（１４コマンド分相当）を連続させることができますので、

上記の例を拡張すれば、１グループ分（１２ｃｈ分）のパルス幅指定を１度に送信する

こともできます。



- 6 -

４． 入出力信号仕様

Ｑコマンドにてパルス出力を指定した場合は、ディジタル出力が各チャンネルのＰＷＭ
パルス出力となります。

カウントクロック３２ＭＨｚ版では、入出力信号に使用している過電流保護用シリーズ

抵抗の抵抗値が、 ５６Ω となっています。（標準版は ４７０Ω です。）

誤配線にて、間違って信号出力と＋５Ｖ電源を接続することがないようにご注意くださ

い。（警告）このような誤配線があると基板に使用しているのデバイスが壊れます。

これ以外の入出力は標準仕様と同じです。

信号仕様詳細は、ＤＡＣＳ－１５００取扱説明書を参照ください。

第１グループ

ディジタル出力 bit0 －－－＞ ＰＷＭパルス出力 ｃｈ０

ディジタル出力 bit1 －－－＞ ＰＷＭパルス出力 ｃｈ1

ディジタル出力 bit2 －－－＞ ＰＷＭパルス出力 ｃｈ2

ディジタル出力 bit11 －－－＞ ＰＷＭパルス出力 ｃｈ11

第２グループ

ディジタル出力 bit12 －－－＞ ＰＷＭパルス出力 ｃｈ12

ディジタル出力 bit13 －－－＞ ＰＷＭパルス出力 ｃｈ13

ディジタル出力 bit14 －－－＞ ＰＷＭパルス出力 ｃｈ14

ディジタル出力 bit23 －－－＞ ＰＷＭパルス出力 ｃｈ23

５． その他（制限事項など）

ＰＷＭパルス出力コマンド（Ｑコマンド）以外の仕様は、下記制限事項を除いて、

標準版ＤＡＣＳ－１５００と同じです。

ＡＤ／ＤＡ制御コマンド（Ｓコマンド） は使用できません。

サンプリング間隔設定コマンド（Ｉコマンド） は使用できません。

標準版ＤＡＣＳ－１５００のＰＷＭパルス出力コマンド（Ｐコマンド）は使用できません。

（完）
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